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２０２１年度傾聴活動に関するアンケート結果（２０２１年１２月時点アンケート実施）

このアンケートは２０２１年１２月の時点でお聞きしたものです。感染状況が全国的に落ち着き、長野県の場
合も沈静化していた時期です。
従って、その後のオミクロン株による爆発的な感染拡大と「まん延防止等重点措置」発出後の状態につ
いてはアンケ－ト結果には反映されていません。

アンケート回収率 ９６パーセント

■ 傾聴活動について

１． 施設傾聴の状況

▽ その他

施設により受け入れの状況が異なり、受け入れ可の施設もある
▽ 中断後再開

１ ヶ所の施設でリモート傾聴

２． 個人宅傾聴の状況

３． 傾聴活動の実施・中止の判断はどのようにしたか

中 断 し た ま ま

７ ４％

そ の 他

１ ６ ％

中断後再開

１ １ ％

従来通り実施

３ ７％

中断したまま

中断後再開

２ １ ％

その他

３ ７％

５％

県・地域の状況により

自主的判断

施設からの指示による

収束まで中止

５８％

３８％

４％

傾聴を行った際の感染対策・工夫

傾聴者の検温 マスク着用 手洗いとアルコール消毒

換気 利用者との距離(ディスタンス)

県外移動・県外者との接触の有無の確認

時間短縮

自己チェックシートで確認

個人宅傾聴の場合、付け加えた工夫
利用者さんの体調や状況の確認 ： ケアマネさんなどと連絡 本人か

らの連絡
利用者宅の物品に触らない

社協との連携も含めて判断
近隣の感染状態を見ながら
個人傾聴の場合は､利用者の要請を基に対応している

昨年度(２０２０年１２月時点) との比較
１，施設傾聴の状況
数値的にはほぼ同様の状況だが、２０２１年度は施設により「受け入れ可」の場合がある。

２，個人宅傾聴の状況
「中断したまま」の状態はほぼ同様。 「従来通り実施」が１７％増加した。

３，傾聴実施・中止の判断
数値的には昨年度、今年度 同様。

４，定例会・連絡会の状況
「従来通り実施」が５％増加 「中断したまま」は２０％で代わらず 「中断と再開くり返し」はほぼ同様



■ グループとしての活動について

１． 定例会・連絡会 ２． モチベーション維持のため２０２１年度新たに取り組んだこと

・勉強会・学習会(新会員と共に)

・グループの会報・ニュースの発行

・メンバーが順番にテーマの提供をしてフリートーク(傾聴に限らない)

・会員相互の理解と親睦を深めるため少人数での話し合いを増やした

・他から、傾聴の研修会の依頼があり、講師を務めた

・映画｢命の停車場｣を鑑賞して意見交換し有意義だった

・月刊誌読み会せ

・会員の特技披露(読み聞せ･音手紙･ﾊﾞｰｽﾃﾞｲﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ)

・近隣の高齢者への積極的な声掛けと傾聴

・社協からの依頼で「ほっとこーる」を実施 個人宅への電話で訪問し、

１０～１５分お話を聴かせていただく。

・定例会ができない時は役員会を実施

・傾聴ボランティア基礎講座を開催できた

■ 今後の傾聴ボランティア活動について

1． 今後の活動について

・新たな活動場所を検討しながら、拡げたい

・会員は減少し、沈滞している

・高齢のため積極的に活動できない 施設内個人傾聴を検討

・社協主催の講習会などで会員を増やす機会が欲しい

・会員は減少傾向 増やすことは難しいので現状活動を維持したい

・施設傾聴は維持し個人傾聴は拡大したい

・社協・包括からの要望とメンバーの活動可能性との兼ね合いで決まる

・施設からは｢長野県内において感染者が一人も出ていない状態でないと

受け入れることはできな い｣と言われている 一方、受け入れて頂いてい

る施設もある

・個人宅など孤立増加している中､社協と調整しながら巾を広めていく策を

検討

２． コロナ以前に戻り、傾聴活動ができるのはどのような状況の時と考えるか

施 設 傾 聴 個 人 宅 傾 聴

中断後再開中断と再開のくり返し

その他

３０％

１５ ％３ ０ ％

２ ０ ％

５ ％

現状を維持 し

拡大をめざす

そ の 他

９ ０ ％

１ ０ ％

収束状態になるか

行政・福祉施設が

傾聴活動が可能とする時

自分たちの判断基準で

自主的に判断するその他

９ ０ ％

３ ％

７ ％

収束状態になるか

行政・福祉施設が

傾聴活動が可能とする時

自分たちの判断基準で

自主的に判断する

８ ４％

１ ６ ％

従来通り実施
中断したまま


